
別紙様式２  平成 19・20 年度環境のための地球学習観測プログラム（グローブ）推進事業中間報告書 

 

Ⅰ 学校の概要 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数 

   児童生徒数 ２４２名，学級数 １２学級 

（うち特別支援学級２），教職員数 １８名 

 ２ 地域の概況 

金沢駅が学校の北東側に位置し，校区内には交通

量のたいへん多い県道や金沢市で一番広い道路（通

称５０ｍ道路）が横切っている。県道沿いには大き

な建造物が多いのであるが，県道から少し入ると古

くからの住宅地が広がり，用水が広く巡っている。

児童公園や街路樹などは多いが自然が多いとは言え

ない環境である。 
 

Ⅱ 研究主題 

「続けよう 僕たち 私たちが住む 地球のために

できること」 
※ 児童に環境保全に対する態度を身に付けさせ，

地球温暖化など今後さらに大きな社会問題とな

る諸課題について，積極的に思考・判断する能

力を身に付けさせる。 
 

Ⅲ 研究の概要 

 １ 研究のねらい 

児童は地球温暖化という言葉はよく耳にしている

が「環境破壊とは空気や水を汚すこと」と捉えてお

り，温暖化により環境がどのように変わったのか，

また，今後どのように変わるのかは実感していない。

また，大気の汚れが水の汚れにもつながるという自

然の関係を理解していないのが現状である。何が環

境を破壊しているのかを実感し，環境破壊をとめる

ためには実際に行動しその行動を続け，広めて行く

ことが重要であるという、環境に関しての見方，考

え方を養う必要があると考える。そこで，環境に関

しての知識に裏付けされた行動力を児童につけるべ

くⅡの研究主題を設定した。 

  ２ 校内の研究推進体制 

第５学年の児童を中心に総合的な学習を主とし理

科および社会科において実施する。 
   ５年生担任 理科担当教諭 により研究を推進す

る。 

  ３ 研究内容 

（１）グローブの教育課程への位置付け 

① ５・６月の総合的な学習の時間  

車の排気ガスで自分たちの住んでいる地

域の空気が本当に汚れているのかを白布や

テープに付着した汚れや松の葉の気孔の汚

れ具合を使って調べる。 

 

  石 川 県 金 沢 市 立 長 田 町 小 学 校

   

問い合わせ先：電話番号 076-231-7221 また，ガソリン車と天然ガス車の排気ガ

スの比較実験により，空気のよごれの原因

について調べる。 
・・・金沢市企業局による講座 

さらに，ガソリン車の排気ガスに含まれ

る成分を文献などで調べる。       

  
② ６月の総合的な学習の時間と理科の時間  

      グローバルな視点で環境に目を向けるた

めに世界規模で大気の汚染度を測る測定

方法について知り，観測を始める。   

         ・・・グローブ関係 
③ ９月の総合的な学習の時間   

世界で環境保全活動をしている方の話

を聞く。 
         ・・・緑の授業（マングローブ） 

④ １１・１２月の総合的な学習の時間  
環境保全のために自分たちができるこ

とを考え実施する。 
⑤ １月の総合的な学習の時間   

学習をまとめ，他学年や地域に向けて発

信する。 
⑥ ２月の総合的な学習の時間 

環境保全に先進的なドイツでのエコの取

り組みを聞き，自分たちのエコに対する考

え方や行動を見つめ直す。  
⑦ ３月の総合的な学習の時間と社会科の時

間  
活動を見直し，長田町小学校版エコシー

トを作成する。 
    （２） グローブを活用した教育実践 
      ① 排気ガスについての知識を高めるため，

車の排気ガスで自分たちの住んでいる地

域の空気が本当に汚れているのかを白布

やテープを用いたり，松の葉の気孔の汚れ

具合の様子を観察することで調査した。 
松の葉の採集地点は８箇所あり，顕微鏡

を用いての観察の結果は、以下のようであ

った。 
        （松葉を使っての実験結果） 

 
 
 

 
   

     採集場所と結果は以下のようであった。 

 

汚れ具合 数 
０～１０％未満が汚れている ４カ所 
１０％以上～２０未満が汚れている ３カ所 
５０％以上が汚れている １カ所 
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    （松葉を使っての実験箇所と結果） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    緑・・汚れていたもの０～１０％未満 

  青・・汚れていたもの１０％以上～２０未満 
  赤・・汚れていたもの５０％以上 

          
観測結果では，長田町小校区の空気の汚れ

は約９割が２０％以下であり、排気ガスによ

る汚染はそれほどひどくないということがわ

かった。しかし，松の葉の気孔をふさぐ黒い

物質の正体が何であるのか，また，なぜ車の

排気ガスが環境破壊につながるのかを知るた

めに，文献で調べたり，校区に点在するガソ

リンスタンドなどに行って，聞き取り調査を

した。また，金沢市企業局によるガソリン車

と天然ガス車の排気ガスの比較実験講座を受

講したりした。 
（ディーゼル車による白布の汚れ） 
  

 
  

   

   

   

   

   

  

（授業後の児童の記録より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの活動により，松の葉の気孔につま

っていた黒い物質は粒子状物質という車の排

気ガスに含まれている物であること。また，

排気ガスの主な成分は二酸化炭素であること

がわかった。 
その後，地球規模での環境危機についての

関心を高めるため，排気ガスの主な成分であ

る二酸化炭素が環境に及ぼす影響を様々な文

献や資料を用いて学習し，これが地球温暖化

の原因であり，空気を汚染するというより，

温室効果ガスとして地球を覆ってしまい，こ

のために，地球上で様々な環境破壊が行われ

ていることを理解した。    
② 環境のための地球規模での観測プログラム

であるグローブの活動を知り，観測を始める

こととした。 

観測は，毎日の雲の種類，雲量，最高気温，

最低気温、観測時気温，雨量の６項目で実施

した。４人１組のグループになり２週間交代

でローテーションを組んで観測を行った。 
 観測方法は以下の通りである。 

ア 雲関係 

観測項目 雲形  雲量 
観測サイト 5 年 2 組教室  
観測時間  午後１２時３０分 

イ 降水量関係 

 観測項目 降水量  
 観測サイト 百葉箱近辺 

        観測時間  午後１２時 30 分 
       ウ 最高，最低，現在気温関係 

        観測項目 最高 最低 現在気温 
        観測サイト 百葉箱 
        観測時間  午後１２時 30 分 

 
（観測の様子） 

 
 
 
 
 
 
 
 ・私は天然ガス車が多くあって排気ガスをへらしていると

思っていたけれど世界に４００万台ぐらいしかなくて

少なかったのでびっくりしました。天然ガス車はディー

ゼル車と比べると有害な排気ガスがすごく少ないので，

もっと天然ガス車がふえたらいいなと思いました。 
・天然ガス車が増えたり，他のエコカーもできているけど，

日本の排気ガスの量はどうなっているのかなと思った。

・イオウ酸化物や窒素酸化物の悪い所をもっと調べたいと

思いました。 
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   （観測データーの記録表） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ マングローブの植林活動を通して地球レべ

ルで環境保全活動をしている方々の話を聞

き，自分たちに出来る地球温暖化防止の活動

を考えた。 
     （緑の授業で自分たちにできそうなエコにつ

いて話し合っている様子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       （授業後の児童の感想より） 
 
 
 

 
 

 
 
 
④ 児童が自分たちが取り組めそうなエコの

活動には、次のようなものがあった。 
 
  
 
 
 
 
 
 

自分たちの活動を身近な人に知ってもら

う行動として、まず、家族へのエコ宣言を行

った。エコ宣言は次のようなものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（僕  私 の エコ宣言 ） 

⑤  地球温暖化防止のための取り組みをする

人が一人でも増えることを期待して，学習し

て学んだことや考えたことを他学年や地域

の方に向けて発表する機会をもった。４会場

でワークショップ形式で行った。１チーム約

１５分間の発表で，８チームの発表がなされ

た。以下が，発表されたテーマである。 
 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

（発表の様子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場所 発表テーマ 
５年１組 「地球温暖化の恐怖」 

「石油がおこす地球温暖化」 
５年２組 「地球温暖化」 

「地球の病気」 
いこいの 

広場 
「温暖化から地球を救おう」 
「私たち人間によって環境破壊が進む」

児童会室 「地球を温暖化から守るために」 
「地球の汚染」 

・ マングローブは二酸化炭素を他の植物より

２倍近く吸い、災害から守ってくれて成長

も速いことがわかった。マングローブはい

いことだらけなのでもっと増えてほしいと

思った。僕たちはまだ世界的なことはでき

ないので学校や家などの身近なところでの

取り組みをがんばりたいです。

 
○ 移動はなるべく歩きや自転車にする。 
○ 電気はこまめに消す。 
○ 洗剤など詰め替えを買う。 
○ 物は最後まで使う。 
○ 主電源や使っていない電気製品のコンセン

トはこまめに抜く。 
○ 新しいものを次々買わない。 
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発表を聞いた他学年からの感想は，次の様

なものであった。 
（発信を聞いた児童の感想） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑥ その後，自分たちの取り組みを見直すため

環境保全の取り組みにおいて先進的なドイツ

での取り組みをドイツ人の国際交流員の方か

ら聞く機会をもった。 
    ドイツでの合理的で徹底したエコへの取り

組みを知った児童が持った感想は、次の様な

ものであった。 
      （児童の感想より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 温暖化防止の取り組みを「知っているか

ら行動する」に広める手段として、どれだ

けエコに取り組んでいるかを点検するため

のエコシートを作成した。このエコシート

を使って学校全体でエコに取り組もうとい

う提案を５年生が児童会で行った。 

・ わたしも使っていないコンセントをぬいたり、

リサイクルをできるだけやろうと思いました。 
・ １分間に東京ドーム１５個分もの森林が失われ

ていることが分かったし、ツバルは海面が１ｍ

上昇すると完全に沈んでしまうことを知って、

石川県もこんな風になってしまったらこわいと

思いました。 
・ 家で米を洗った水は植物などにかけて水を大切

にしようと思いました。 
・ グリーンランドの氷がとけるといっていたので

地球温暖化はこわいと思った。 

   各クラスでどれだけの二酸化炭素が減

らせたのかを知らせることで取り組みが

より積極的になるという意見がでたため、

各クラスごと各月の削減量を報告するこ

ととした。 
   二酸化炭素の削減量は、石川県環境部が

作製した「エコライフ大作戦」の資料を参

考とした。 
   （長田町小学校版エコシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ まず、初めにおどろいたのがゴミを出す時に日本の

１５倍のお金がかかることです。特にスーパー袋が

３５円かかることはスーパー袋を使わないように

するには、いいと思いました。他にもいろんな話が

あったけど、どの話を聞いてもドイツ人はすごいと

思いました。 
・ ドイツはとてもたくさんの環境保全をしていまし

た。例えば、デポジットや個別包装が少なかったり、

卵パックを全部再生紙にしたりとごみがでないよ

うに工夫していました。ほとんど私たちがやってい

ないことでした。ドイツ人も日本人も同じ人間なの

にドイツ人は環境保護のためにたくさんなことを

していて、わたしはほんの少ししか取り組んでいな

くてはずかしくなりました。これから、もっと意識

して取り組んでいきたいです。 
・ 日本と同じことも少しあったけど、ほとんど知らな

いことばっかりでびっくりしました。デポジット制

度はビンなど返さないと自分が損をするのでゴミ

のポイ捨てなども減っていいと思いました。日本も

すればいいと思いました。また、スーパーマーケッ

トなどにプラスチックの袋や容器がほとんどない

なんてびっくりしました。ドイツ人は、環境を守る

ためにいろんなことをしているのですごいと思い

ました。日本人は、やろうと思っているけれどして

いないのでドイツ人を見習ってゴミを減らせばい

いと思います。ぼくもゴミをださないようにしよう

と思いました。 

 

Ⅳ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

気温がたった１度でも上昇すると地球環境に大

きな影響を与えることを学習により知り，地球温

暖化についての実感をもつことができた。また，

ドイツの環境保全対策を知ることで徹底的に実施

することの大切さを感じ，「もっと日本も環境保

全のために実行しなくていけない。」という意識

を高めることが出来た。また，他学年への呼びか

けで，温暖化の仕組みや温暖化による弊害を知る
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ことができた児童へは，温暖化を阻止するために

できることは実施しようという意識を高めること

ができた。 

  （児童の記録より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２ 研究の課題 

観測データを比較して経年変化を分析するこ

とができなかった。そのため、グラフ化や統計

処理をし、第１年次と２年次の観測データ結果

を分析していきたい。また、温暖化防止の取り

組みを他の学校や地域社会に広める方法が確立

していなかった。そのため、学校を拠点とし、

児童が作成したエコシートを活用しながら啓蒙

活動を行っていきたい。現５年生が６年生時に

おいて、総合的な学習の時間を活用して充実し

た環境教育を継続実施する。 

・ 総合で調べた結果、今、世界では地球温暖化が

起こっていてたくさんの被害が出て、それは進

んでばかりで止まっていないことが分かりまし

た。私たちのようにそのことを勉強した人は地

球温暖化防止として何か取り組んでいるかもし

れないけれど、別の学校の人に聞いてみると地

球温暖化を全く知らないといっている人もいま

した。こんな身近なところでも地球温暖化のこ

とを知らないという人がいるということは世界

では知らない人がたくさんいると思います。地

球温暖化のことを知ってもらうと温暖化防止を

したいという人も増えると思うので地球温暖化

のことを世界中の人々に知ってもらって、エコ

に協力してもらい温暖化を止めたいなと思いま

す。私もこれからもエコを続けて少しでも温暖

化防止をしたいです。 
・ 今の地球は悪いと思います。私たちは毎日、た

くさんの二酸化炭素を出しています。そのせい

で日本でも少しずつ環境の変化がおこり、他の

国では水がなくなり、作物が育たなくて、産ま

れても生きられない子どもやおなかの中で亡く

なっているというニュースを以前よりよく耳に

します。地球は「水の惑星」といわれるほど水

が豊かなのに水がなくて生きられないなんてか

わいそうだと思いました。私は、二酸化炭素を

出さずに生きることはできないけど、少しずつ

でも二酸化炭素を減らそうと思います。世界中

の人々がその努力をしてくれたらいいと思いま

す。 
・ 最近、新聞やテレビで環境問題のニュースをよ

く見ます。環境について学習する前は地球温暖

化という言葉は知っていたけど地球が暖かくな

ると住みやすくなっていいんじゃないのかなと

思っていました。環境の学習をし、地球温暖化

とはどういうものなのかなとどんどん調べてい

くと海面があがって、もしかしたら日本が沈む

かもしれないとかもう沈み始めている国があっ

たりとか干ばつが多くなったり、北極の氷がと

けたり、人間にも動物にも悪いことばかり起き

ていることがわかりました。初めのうちは私た

ちのクラスでも家でのエコの取り組みを忘れて

しまうことがよくありましたが、今は大丈夫に

なりました。金沢市でも日本でもみんながエコ

に心がけられたらいいなと思います。これから

もエコに心がけたいです。 

さらに、１９年度は大気の調査にしか取り組

めなかったため、２０年度は雨の水質調査にも

取り組んでいきたい。 

 

Ⅴ 研究第２年次の活動計画 

４月  
観測開始 課外（観測時間毎日１２時３０分） 

５月  
１９年度の観測データ１０月～１２月のグラフ化 

      （総合的な学習の時間１時間） 
６月  
１９年度の観測データ１２月～２月のグラフ化  

（総合的な学習の時間１時間） 
７月  
河川等の水質調査（総合的な学習の時間１時間） 

９月 
 水質調査，エコシートによる取り組みのデータ処

理       （総合的な学習の時間１時間） 
１０月  
１９年度と２０年度の観測データの比較 

（総合的な学習の時間１時間） 
１１月 
 研究のまとめ  （総合的な学習の時間１時間） 
１２月 
 研究のまとめ  （総合的な学習の時間２時間） 

 １月  
１２月以降の観測データのデータ処理  

（総合的な学習の時間１時間） 
２月  
１２月以降の観測データのデータ処理  

（総合的な学習の時間１時間） 
３月  
今後の取り組み  （総合的な学習の時間１時間） 
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